
図画工作科  

 

１  昨年度の授業改善プランの検証 【成果（〇）と課題（●）】 

知識・技能 

○低学年では、紙や粘土などを中心に、指先を使う活動を多く取り入れることによ

り、からだ全体の感覚を高めるとともに材料に慣れさせることができた。  

○中・高学年では、様々な描画材を経験させることで、自分の表したいことに合っ

た描画材の特徴を生かして使ったり、表現に適した方法などを組み合わせたりし

て、表すことができた。  

●表したいことを実現するための、基本的な道具の扱いを習得できていない児童が

いる。使い方を繰り返し指導していくとともに、道具を適切に扱うことの重要性

を感じさせる題材に取り組ませる。習得が不十分な児童に対する個別指導を行う

必要がある。  

思考・判断・表現 

○ＩＣＴ機器を活用し、作品、言葉で表したいことをまとめさせたりすることがで

きた。  

○様々な形式を用いて鑑賞活動を行い、児童が作品を見合ったり、感想を伝え合っ

たりすることができた。  

●自分の見方や感じ方を深める力を高めるために、考えたことや感じ取ったことを

言葉で表す機会を更に増やしていく。  

主体的に学習に取り組む態度 

〇 班別学習により自分なりの課題解決を行うことができる児童が増えた。 

●児童の実態に合わせた既習事項を活かす課題の設定や、肯定的に受け止めることができ

る図工授業の活動を行う。  

●安全面に注意し、道具の正しい扱い方を確認し児童が身に付けた力を活かして、自分な

りの課題解決を自ら考えることができる機会を増やしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２ 授業改善プラン 

低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・紙などの素材を中心に「切る」

「貼る」「ちぎる」など、指先

を使う活動を繰り返し取り入

れ、十分に慣れるようにする

とともに、楽しみながら表現

できるようにする。 
・はさみ、のり、絵の具、クレ

パス、粘土などの基礎的な使

い方を体験的に学ぶ課題を設

定し、楽しみながら慣れるこ

とができるようにする。 

 

・身のまわりの作品などから感

じたことを話したり、聞いた

りするなどして、形や色、表

し方のおもしろさに気付か

せ、自分の感覚でものを見た

り感じたりできるようにす

る。 

 

・今までの経験を活かし、活動

に応じて材料や用具の使い方

を考えさせ、活動全体を工夫

できるようにする。 

・自分や友人の作った作品を進

んで見たり、作品について話

し合ったりすることで、自分

の見方や感じ方を広げられる

ようにする。 

 

中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・板材・垂木などの素材を中心

に、万力・Cクランプ・のこぎ

り・彫刻刀・くぎ・げんのう

などを使用する際に、手順や

安全上注意することを繰り返

し確認し、適切に扱えるよう

にする。 
・発想や構想したことを表すた

めに、絵の具やコンテパステ

ルなどの描画材や用具の特徴

を生かして使わせるととも

に、表し方を考えたり、既習

事項を活かしたりしながら表

現するように指導する。 

 

・身近にある作品などから、感

じたことや思ったことを言葉

や文章で伝え合い、表現のよ

さやおもしろさ、感じ方の違

いを味わう活動の中で自分の

見方・考え方をもてるように

する。 

 

・既習の経験を生かし、新たな

造形的な活動を思いついた

り、作り方を考えたりするこ

とで活動を発展させられるよ

うにする。 

・自分たちの作品や身近な美術

作品に触れることでよさや面

白さなどを感じ取り、自分の

見方や感じ方を広げられるよ

うにする。 

 

高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・刃物一般や電動糸のこぎり盤

等を使用する際に、手順や安

全上注意することを繰り返し

確認し、適切に扱えるように

指導する。 

・自分のイメージに迫るために、

既習の用具・素材を使ったり、

描画技法を組み合わせたりす

る等、表現方法を工夫させ、

表したいものに応じて活用で

きるようにする。 

 

・親しみのある作品や生活の中

の造形などから、造形的なよ

さや美しさについて感じ取っ

たり考えたりし、言葉や文章

で伝え合うことを通して自分

の見方や考え方を深められる

ようにする。 

 

 

・既習の経験を活かし、自分の

表したいことに合わせて材料

や用具を選び、表し方や表現

方法などを工夫できるように

する。 

・自分たちの作品や美術作品な

どを進んで見たり、触ったり、

これらについて話し合ったり

することで、造形的なよさや

美しさ、表現の意図や特徴を

感じ取れるようにする。 

 

 

 


